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はじめに	
 

	
 

長島	
 それでは、第５回「寿命	
 ――	
 無限か再生か」研究会を開催致します。	
 

	
 過去の記録などもごらんいただいていると思いますが、少し復習をいたしますと、この研究会

は「寿命」という概念を多様な視点で見ていくというところからスタートしております。昨年度

が初年度で４回開催をいたしましたが、そこから浮かび上がってきたところを私なりに見てみる

と、「寿命」という考え方を大分けする三つのカテゴリーが考えられるように思います。	
 

	
 まず一つ目のカテゴリーは、当然のことながら生物の視点です。これには人の寿命や動物の寿

命や進化論のことなどがかかわってきます。第二のカテゴリーは文化の視点で、これには文明の

興隆や衰退のような大きな問題、宗教の問題、国家の盛衰の問題、去年お話をいただいた経済の

問題、その他の文化的なものがかかわってきます。第三のカテゴリーは科学技術の視点で、コン

ピューターのソフトウエアのアップグレード、車のモデルチェンジ等々もありますし、少し視点

を変えますと環境関連物質など多様な問題があります。こういう三つのカテゴリーが浮かび上が

るわけですが、この研究会も２年目に入りますので、今年度からは、これらのカテゴリー間の連

携がある課題や、一つ一つのカテゴリーでももうちょっと深掘りした課題を取り上げられるとい

いなと思っております。	
 

	
 今日は中島先生に「時間次元の認知と寿命」というお話をいただくことになっておりますが、

表題だけ拝見すると非常にミステリアスで、これは一体どういうお話をいただけるのだろうと私

などは興味津々でおります。中島先生は、ご紹介するまでもないと思いますが、名古屋大学や中

部大学で教鞭をとられ、また副学長その他、大学の管理・運営などにもかかわっておられます。

学者としては免疫学の権威でいらっしゃいます。先ほど申し上げた生物という第一のカテゴリー

から見ると、生物をマクロに見ていく方法と、細胞、ゲノム、遺伝子というようなミクロに見て

いく方法があり、多様な視点があるわけですが、察するに本日中島先生は、このマクロな方とご

専門であるミクロな方をつなぐ話をしてくださりつつ、加えて大きなカテゴリーの中の文化的な

視点と生物的な視点の両方をつなぐ一つの見方をご提示くださるのではないかと期待しておりま

す。	
 

	
 早速先生から今日の話題提供をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。	
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「時間次元の認知と寿命」	
 

中島	
 泉	
 

	
 

中島	
 「寿命」という大きなタイトルを最初にこの研究会でお取り上げになったときから、もし

も私が何か担当しなければいけない状況になったら何をお話しできるだろうとずっと思い続けて

はいたのですが、いざ自分の番が回ってまいりますと、これはちょっと真剣に考えないといけな

いということで、今日のお話のストーリーを考えてまいりました。最初にこのお話をいただいた

ときは、少し先に延ばしておけば何とかなるだろうということで少し遅目の日程でお願いしたの

ですが、あっという間に時間がたちまして今日を迎えております。	
 

	
 今回は全部で38枚のスライドを準備しましたが、そのうちの最初の15枚は基本的には他から

集めた資料の紹介です。どこかから資料を集めてきて、それをここにまとめたということです。

あとのスライドはすべて独断と偏見の誹りを顧みない持論によるものです。そういう位置づけで

ご理解いただければと思います。スライドの合間に写真を挟んでありますが、それは2011年から

2013 年にかけて海外に行ったときに撮った写真の中からイメージとして今日のお話に比較的か

かわりそうなものを取り上げております。本題と個別に関係があるものではありませんが、ごら

んいただければと思います。	
 

	
 タイトルページのスライドに使いましたのは、2013 年 11 月にオハイオ大学を訪問したときに

撮った写真です。学長から行けと言われて行ってまいったのですが、本校と40年にわたる交流が

あるにもかかわらず、それまでオハイオ大学は何となく遠くの存在でありました。しかし、やは

り行ってみますと非常に近い存在になります。そういう思いを持った2013年の訪問の際の写真を

ここでご紹介しております。このときはオハイオ大学の国際交流40周年のイベントに出席し、昨

年は本大学も50周年を迎えておりますが、この「○周年」といいますのもまさに時間の経緯を示

す表現だろうと思います。始まりと終わりがあって、まだ決して終わりというわけではないので

すが、ある意味で寿命という考え方につながるところがあります。	
 

	
 

人間の寿命	
 

	
 まず、「寿命」には一体どんなものがあるかという基本的なところを私なりに調べてみました。

前に長尾伸一先生から人間の寿命というお話がありましたが、私のもともとの専門は医学ですの

で、厚生労働省やWHOのデータなども含め、ちょっと違った視点で人間の寿命を取り上げたいと

思います。ヒトを初めとして、動物、植物と、いろいろなものに寿命がありますし、先ほど長島

先生からご紹介がありましたように、私どものつくってきた文明の産物にも実は寿命があります。

この寿命は結構長いのですね。さらに、私の専門外ではありますけれども、地球の寿命、太陽の

寿命、あるいはこの世の寿命もあるということをご紹介いたします。ただ、これは先ほど申しま

したようにすべてパクりで、見ていただければよろしいという種類のものですので、こんなとこ

ろにも寿命があるのだなという程度にごらんください。パクりをしますとそのデータが果たして

本当なのかと心配になりますが、データを拾ってまいりまして何回も見直したところ、やはりこ

れはちょっと間違いではないかというものが二、三ありました。それ自身勉強にもなりましたの

で、その点も含めてまとめてご紹介したいと思います。	
 

	
 では、大きく「寿命いろいろ」ということでくくりまして、これから最初の15枚ほどのスライ

ドでどんなものが「寿命」あるいは「年齢」という言葉で表現されるのかというところをざっと
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見ていただきたいと思います。	
 

	
 最初にヒト／人間の寿命についてお話しします。お示しするスライドの背景はエストニアのタ

リンで撮った写真ですが、イメージとして、若い方あり年寄りの方あり、男性あり女性あり、そ

のいずれにも寿命がありますよということを暗示しております。	
 

	
 先ず厚生労働省の平均寿命のデータをお見せします。平成25年の数値をご覧いただきますと、

男性が80歳ほどで、女性が86歳をちょっと越えております。昭和22年から男女差はずっと続い

ていますが、昭和22年には男性が50歳、女性が54歳といったところですから、現在の年齢に比

べますと小さい数値となっています。はるか昔、織田信長が人生50年と言っていた、まさにそれ

に相当する年かと思います。この間にどういう変化があって今に至っているのかということは、

考える必要があるのかもしれません。	
 

	
 これはつい最近の新聞に載ったWHOのデータです（資料１）。世界中の人間の寿命の平均を見る

と、女性73歳、男性68歳、全体として71

歳ということです。ここでも明らかに男女

の差があります。同じWHOのデータで日本

は全体で84歳となっており、世界１位です。

女性は87歳で、これも世界１位ですが、男

性は80歳で、残念ながら１位ではありませ

ん。１位はサンマリノというイタリアの北

に位置する国で、ここの平均寿命が83歳だ

そうです。たしかシンガポールが81歳ぐら

いで第２位です。いずれにいたしましても、

世界のヒトが生きる平均の年齢がここに見

てとれます。ただ、世界中でそうなのかと

いいますと、やはり平均寿命がそれほど高くない国もいくつかあります。WHO が一番低いと報告

しておりますのが46～52歳あたりです。これらはアフリカ大陸の南部に位置する国々で、理由は

いろいろあるのかもしれませんが、日本でいう昭和22年の平均寿命に近い値であるようです。	
 

	
 私の年齢が今75歳ですから、日本人男性の平均寿命まであと５年ということなのですが、幸い

もう一つよく知られている数え方があります。平均余命です。今75歳に到達している場合、今後

11～12年ほど生きる可能性があるということでして、ちょっと寿命が延びました。いずれの場合

もあくまで平均ですので、明日死ぬかもしれませんし、もっともっと生き長らえる可能性もある

という、そこがおもしろいところでもあるかと思います。	
 

	
 もう一つ、最近は「健康寿命」という言葉を先生方もよく耳にされると思います。WHO の定義

では、介護を必要としないで生活ができる寿命とされています。日本の健康寿命がどれぐらいか

といいますと、これは厚生労働省の2010年のデータですが、男性が70歳、女性が73歳というこ

とのようです。これは先ほどの世界の平均寿命に近い数値です。	
 

	
 

動物の寿命	
 

	
 では、人間から離れて、いろいろな動物の寿命を見てみたいと思います。ご覧いただく資料（資

料２）は、ある程度話題になりそうな動物の寿命を適宜集めてきたものです。一つ一つのデータ

についてチェックをしておりませんので保証の限りではありませんが、大きく違うものではない

（資料１） 
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と思っております。ざっと

ごらんいただきますと、ゾ

ウ、カバからタヌキ、ノウ

サギまで、その平均寿命は、

現代のヒトの寿命に比べる

と小さな数値です。この前

の長尾先生のお話にもあり

ましたように、ヒトの寿命

がちょっと例外的なのです

ね。80歳などというのはと

んでもなく大きな数値であ

るわけです。	
 

	
 最も短い寿命としてよく

知られておりますのがカゲ

ロウで、１日と言われております。これは成虫の命ということに限定した時間ですので、実際に

はもう少し長いかと思います。その他いろいろな昆虫類の寿命は数ヶ月から数年です。ツルは千

年、カメは万年と言われますけれども、果たしてそうなのかといいますと、決してそうではあり

ません。ツルといえども、カメといえども長くて50年程度で、ヒトの寿命より平均としては短い

のです。ただ、非常に長寿の動物の例も知られております。正確にはわかりませんが、カメに関

しては、ゾウガメの場合で250年というような記録もあるようです。一番長い寿命を誇っていま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（資料２） 

（資料３） 
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すのは軟体動物の貝で、ホンビノスガイの507歳というのが世界最高齢であると記録されており

ました。	
 

	
 

植物の寿命	
 

	
 次は植物です。植物の寿命は動物のそれとは少し違う様相を呈しています（資料３）。ヒトに比

べて一般的にかなり長い寿命です。日本の資料で見てみますと、クスノキやイチイで1,000年と

いうような長い寿命のものも知られております。少し前に河津の神社に行きましたら樹齢500年

と言われる本当に巨大な木に出会いました。一方、桜、特にソメイヨシノはどちらかといいます

とクローン生物で、接木で次々と命をつなぎますので、本当の寿命がどこかということはわかり

にくいのですが、一応130年ほどの寿命（年齢）とされております。	
 

	
 米国のウィキペディアでは、かなり膨大なボリュームを使って植物の寿命の記録を紹介してお

ります。もともとは英文ですが、日本語である程度訳せるものは訳して、そこから一部ピックア

ップしてまいりました。現存する最高齢の樹木として知られているのは日本語でヒッコリーマツ

と訳されるもので、5,000 年ちょっとの寿命があるとされております。これは現存しますので、

もっと延びる可能性があります。そのほかにも、4,800 年の Great	
 Basin	
 bristlecone	
 pine や、

3,000年のGiant	
 sequoiaや、１本１本の記録が残っているものがいくつかあるようです。	
 

	
 寿命が記録として示されているもの以外に、特定のイチイの木、オリーブの木などについてそ

の推定年齢が示されております。日本の屋久島の屋久杉、特に縄文杉はテレビで見る限りでもす

ばらしいもので、推定7,200歳とも言われておりますけれども、これはどうもそれほどではない

ようです。実際に米国で記録として正確に残っている年齢では、屋久島の杉の場合1,800年とさ

（資料４） 
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れています。いずれにしましても相当長生きをするというのが植物の特徴のようです。	
 

	
 植物には、先ほど桜の例でお話ししましたように、クローンとして生存するものが幾つかあり

ます。根っこでつながっていて、そこから生まれてきた個体が死ぬと、次にまた別の個体が出て

くるわけですから、遺伝子が同じであるということになります。こういうものは年齢の決め方が

極めて難しいわけです。もしもクローン全体の年齢を考えるとすれば、８万年とか、場合によっ

ては100万年とかという年齢を数えることもできるとのことです。少し前に世界一長寿の植物と

して報告されたポシドニアというスペインの巨大な海草があります。どうもこれもクローンのよ

うですから、もしクローンだとすれば本当に世界最高齢と言っていいのかどうかということにな

ります。	
 

	
 

ヒト文明の寿命	
 

	
 次はヒト（人間）の文明の寿命です。ヒトはいろいろなものをつくってきましたが、もともと

自然界にはないものをつくってきたわけですから、そのもの自身に始まりと終わりがあります。

それを寿命と考えますと、ヒトの寿命に比べてかなり長い寿命を持つものが結構数多くあります

ので、そういったところを少し見ていただきたいと思います。	
 

	
 まずは大昔の話です（資料４）。今から5,000年前のBC3000年あたりに文字がつくられます。

文字がつくられてからの文明・文化と文字がつくられるに至るまでの文明・文化とでは大きな違

いがあり、文字がつくられる前は先史の時代と呼ばれています。この先史時代の中に石器時代の

多くが入ります。この時代にヒトは何をつくったかといいますと、石器という道具をつくりまし

た。石を工作していろいろな目的に使ったというのが石器時代の特徴です。最古の石器は今から

250万年前のものと言われております。ホモ・サピエンスが地球上に現れるのが20万年前ですか

ら、それよりもはるか前の話です。ただし、チンパンジー等と分かれて人間の進化が始まる出発

点よりは少し後の時代に相当します。この250万年前につくられた石器は今も現存していますか

ら、そういう意味では、まだ寿命が尽きていないとも言えます。それだけ長い寿命を持つヒトの

つくった産物があるということになります。	
 

	
 石器時代は大きく旧石器時代と新石器時代とに分けられます。新石器時代というのは、農耕が

始まり、土器も発明され、ヒトがヒトらしい生活を始めた時期です。石を材料として道具をつく

る中で、旧石器時代と新石器時代の石器の大きな違いは、旧石器時代のはたたいて割ってつくる

ような簡単な石器であったのに対して、新石器時代のはそれを磨いてより使いやすいものにして

いるということです。	
 

	
 その後、石だけではつくることができるものが限られるということで青銅が使われるようにな

り、青銅器時代へと移っていきます。この青銅器が使われる時期と文字がつくられる時期が、い

ずれも5,500年ほど前で互いに符合しております。一番最初の文字はメソポタミアのシュメール

文字で、ほぼ同時にエジプトのヒエログリフがつくられました。漢字はもう少しおくれます。文

字がつくられることによって、ヒトの文明・文化は大きく転換することになります。一方で、そ

うした時代に巨大な建造物をつくられたということも一つの特徴です。ピラミッドがつくられた

のが4,600年前で、文字がつくられた少し後ということになります。ピラミッドは今なおかたち

を保っていますから、寿命というよりも4,600歳であると言ったほうがいいのかもしれません。	
 

	
 その後、ヒッタイトで最初に鉄器がつくられ、それがエジプト、メソポタミアに広がり、鉄器

時代に入ります。ヒト文明の一番大きな転換点はこの鉄を使うようになった時であり、今でも鉄
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器時代が続いているとも言えるわけですね。この時代にも巨大建造物をつくるというヒトの働き

は続いております。万里の長城もパルテノン神殿も2,000数百歳です。壊れている部分もあるの

でしょうが、今でも生き長らえていると考えるなら、そういう呼び方ができるのかもしれません。	
 

	
 ここからは、紀元元年を境としてもう少し新しい時代へと移っていきます（資料５）。紀元元年

から紀元1000年までにつくられ今も生き残っている建物の一つとして、一部崩れかけてはおりま

すが、ローマのコロッセオがあります。もう一つは法隆寺です。木造ですが、決して石でつくら

れたものに比べて寿命が短いというわけではないのですね。木造のものは残念ながら火で焼けま

すから、その多くはこれだけの寿命を持つことはできませんし、いろいろと修理・修繕をいたし

ますから、もとの形で残っているというわけではないのですが、法隆寺は現在1,400歳というこ

とで、基本的には世界最古の木造建造物として位置づけられます。	
 

	
 紀元1000年を越えた後はどうかといいますと、ピサの斜塔、ノートルダム寺院、金閣寺等があ

げられます。金閣寺がつくられたのは 1397 年ですが、1950 年に焼失しました。その後再建され

てはいます、そこで寿命が尽きたと見ることができます。そうしますと、つくられたときと焼け

たときの差である550年ほどの寿命であったと言えます。	
 

	
 紀元1500年以降に建てられた建造物は現在どれぐらいの年になっているのでしょうか。日光東

照宮が建てられたのが1617年で、今年は400式年（徳川家康の四百回忌）を迎えております。ま

た、ベルサイユ宮殿やバッキンガム宮殿の年齢はおよそ300歳です。アメリカは新大陸ですから

もともとおくれて建物が建てられてきていますが、それでもホワイトハウスは築後200年以上の

年を経ています。世界遺産の富岡製糸場の年齢は140歳ほどです。	
 

	
 それから、私が以前から気になっていたのがエンパイアステートビルの年齢です。随分前に建

ったというイメージがあります。日本ではコンクリートの建物は40年ほどでだめになると言われ

（資料５） 



 9 

ていますので、エンパイアステートビルは一体どうなのだろうと思っていました。しかし、100

年以上経っているのかと思っていましたら意外にそれほどでもなく、84年でした。ただ、コンク

リートの一般的な寿命を考えますと、恐らく近い将来には問題が出てくるのかなと思います。ざ

っと見たところ、このようなところが文化遺産の年齢ということになります。	
 

	
 さて、ここからご紹介する地球の寿命という部分は私の専門外ですので、全く責任は持てませ

ん。ぜひ専門の先生に正していただきたいと思っております。	
 

	
 地球の年齢は46億歳であるといわれています、ある時期を越えますと、そこに命が存在し続け

る可能性がなくなる、つまり温度が極めて高くなって生存域ではなくなるということのようです。

この結果、ヒトはそれほど遠いことを考える必要もないのかもしれませんが、余命としては 20

億年ほどかと思われます。それから、太陽の寿命は100億年であると書かかれていました。理由

は、水素の核融合が熱源となっていて、その水素が枯渇する時期から計算するとそうなるという

ことのようです。したがって、余命は50億年ちょっとです。宇宙の寿命はどうなのかと記録を拾

ってみますと、星の間にある物質がなくなってしまう状況になるのが１兆年先だそうです。これ

は 1012年とのことでした。さらに、陽子の寿命は１溝年と表現されておりました。これは物質そ

のものが消滅するということでして、このあたりになりますと頭の中で実際の長さを思い描くこ

ともできないのですが、1032年ということのようです。	
 

	
 

ヒトによる時間の認知	
 

	
 これでいろいろな寿命のデータの紹介を終わりますが、こういうデータを見てみますと、物事

には始まりと終わりがあることが示されております。ただ、それは客観的な事実であって、おそ

らくもっと大事な点は私どもがそれを意識しているということだと考えます。誕生日がいつなの

か、没年がいつなのかということを初めとして、物事の始まりと終わりが絶えず私どもの意識の

中にあります。これは果たして普通のことなのでしょうか。このことは実は非常に大変なことと

いえるのではないかということをこれからお話ししたいと思います。	
 

	
 スライドでお見せするのは北欧で最も古いとされるスウェーデンのウプサラ大学の写真です。

大学は物事の本質を考えるところですが、時間次元の認知はヒトが考えるという作業を行う上で

の原点ともいえるのではないかという思いを込めてこの写真を紹介しております。	
 

	
 私は今日のお話の結論として次のようなことを考えております（資料６）。	
 

	
 動物には目があり、見る力を持って

います。この見る力は決してヒトが一

番すぐれているわけではありません。

中部大学 50 周年記念の松沢先生のご

講演にもありましたように、チンパン

ジーの一つの画像をぱっと一目見て覚

える力はすごいものです。視覚を持つ

動物が認知する主体は三次元空間です。

空間というと時間と全く関係がないよ

うにも思えますが、時間と全く関係の

ない空間をわれわれは意識できません

ので、量は限られますが必ず時間がそ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（資料６） 



 10 

こにかかわっていると思われます。そういう意味で「限定された範囲の時間」と表現しましたが、

目を持っている動物であれば、すべて三次元空間と限定された範囲の時間を認知する能力を持ち、

その能力の高さは決してヒトに劣るものではないと言えます。では、ヒトの場合は何を認知する

のかといいますと、三次元空間に加えて長期の時間を認識いたします。どういうものを見る場合

でも、頭の中に時間的な流れが浮かびます。将来それがどうなるだろうかという想いが浮かびま

す。こうした長い時間を心の中に意識できるのは、恐らくヒト以外にはないだろうということで

す。	
 

	
 松沢先生がご講演のときにおっしゃった「チンパンジーは絶望しない」という言葉が強く印象

に残っているのですが、これは頑張るという意味ではなくて、「望」がないから「絶」がないとい

うこと、つまりは先を見る力がないということだと思います。ある程度長い先を見ることができ

ないために、それが絶たれるというような思いもない。したがって絶望しないのだと私は理解い

たしました。	
 

	
 ある程度以上の長期の時間を「時間次元」と表現するならば、これを認知、意識できるたった

一つの生物がヒトである。過去から現在までの時間の流れを意識することで将来に向けてどんな

見通しがあるのかを頭に描くことができ、その見通しが明るければ幸福感が生まれ、暗ければ絶

望感が生まれるのでしょう。「寿命」を意識するというそのことが、本来私どもに備わった力の一

つのあらわれであると言えるのではないかと思います。長い時間を認知する生物はヒト以外には

見当たらないだろうというこの結論は、松沢先生が長期にわたってチンパンジーの生態を観察さ

れてご紹介いただいたチンパンジーの特徴と良く符合すると思っております。	
 

	
 

時間のもとでの生命の高次階層構造化	
 

	
 では、私どもはどのような時間の経緯を意識することができるようになったのでしょうか。こ

こからは、先ほど長島先生からご紹介いただきましたミクロの世界も含めて、少し考えを述べさ

せて頂きます。	
 

	
 スライドにお示しします写真はウプサラにあるリンネの博物館です。たまたま石原先生のお嬢

様がウプサラ大学に留学しておられるということですが、ウプサラは私の専門領域で馴染みのあ

る都市名であったため、機会があれば一度行きたいと前から思っておりました。ウプサラは非常

にきれいな大学街でした。リンネは植物の分類をしたことで知られておりますが、医師でもあり

まして、病気の分類もしています。そういうことも含め、非常に印象深い場所となりました。	
 

	
 さて、上の問題を考えていくに当たっては、少し原点に立ち戻る必要があります。私の専門性

を考えれば原始の生命誕生というあたりから話をおこすのが適当でしょうか、全体の流れとして、

専門外ではありますが、それよりもう少し前のことも見ていく必要があるように思います。まず、

森羅万象をすべて物として考えるときに、それ以上分割できないというもともとの言葉の意味で

の素粒子から原子へ、そして原子から分子への転換を、その後の生物進化の流れと呼応させて、

すべてが階層的に積み上がっていくというイメージのもとで捉えられないかという想いがありま

す。つまり、構造の層的な積み上げですね。	
 

	
 自然界では、素粒子から原子へ、原子から分子へ、そしてその後は生命につながっていきます

が、生命誕生に向けての出発点は、普通の分子以上に階層状に積み上がった大きな分子、すなわ

ち糖やアミノ酸や核酸といった有機分子の誕生です。それがもう少し大きくなりますとヌクレオ

チドやペプチド・タンパク質と呼ばれるより高次の構造を持つ分子になっていきます。そういう	
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分子が多く集まり、層をつくって積

み上げられて、原始の生命が生まれ

ます（資料７）。層をつくって積み上

がるというのは、ピラミッドの形を

イメージしていただければいいのか

なと思います。そういう層構造がど

んどん高まっていき、最初の生命が

バクテリアとして生まれ、真核細胞

になり、その後、大きな転換点とし

て細胞が集団をつくって生活する多

細胞生物になります。	
 

	
 この流れを見てみますと、かなり

時間をかけているのですね。時間を

かけなければこのようなプロセスは

動きません。宇宙が誕生し、地球が誕生し、生命が生まれ、多細胞生物が生まれ、最終的にホモ・

サピエンスが誕生するという物質・生命の進化の流れは、基本的に階層化が進んでより複雑な秩

序を保った構造体に向けての変遷なのであろうと思われますが、そのような変遷に何が必要かと

いえば、それは時間であるといえるでしょう。	
 

	
 

生命の階層構造を設計する暗号としてのゲノム	
 

	
 ここからはミクロの世界に入ります。まず、階層をつくって積み上がる構造はどのようなしく

みでつくられ、そのしくみはどのようにして維持されるのでしょうか。この場合におそらく必要

となるのが何らかの高次の暗号系であろうと思われます。そうした暗号系がうまく働いて現在見

られる秩序の積み上げ（階層構造化）が可能になったものでしょう。私どもの生命をつくるため

に使われる暗号系が、遺伝子、ゲノムであろうと思います。いろいろな物質を秩序正しく積み上

げていくとき、その積み上げ方のルールがこの暗号系、すなわち、遺伝子あるいはゲノムの中に

組み込まれていると言えます。	
 

	
 生命をつくる暗号系としての遺伝子あるいはゲノムは塩基と呼ばれる単位構造が連続して一列

に並んだ一つの構造体ですが、これを物質を生命体にまで積み上げていく暗号としてどう使うの

かが問題です。大事な点は、この暗号系を使うためには確実に時間が必要だということです。ゲ

ノムの塩基が一列に並んでいるところを模式的に示したものを見ていただきます（資料８）。この

塩基の並びにはエキソンと呼ばれる領域と、エキソンとエキソンの間に介在するイントロンと呼

ばれる領域とがあります。エキソンが通常「遺伝子」と呼ばれる領域です。この遺伝子に組み込

まれた暗号は生命体を創る上で非常に大事なのですが、イントロンの暗号もまた、同等あるいは

それ以上に重要です。	
 

	
 ゲノム暗号がどのように読まれるかといいますと、Ａ、Ｃ、Ｇ、Ｔという４種類の記号であら

わされる塩基がさまざまな順序で一列に並んでおり、そのうちどれか三つの塩基を組み合わせた

配列が特定のアミノ酸と対応する暗号となっています。例えば「Ａ、Ｃ、Ｇ」の三つが並んだ配

列が特定のアミノ酸を示す暗号となり、それ以降の配列も次ぎの３つずつの配列がそれぞれ別の

アミノ酸に対応する暗号となります。私どもの体は、この暗号を端から順に読み取っていって、	
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（資料７） 
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最後にエンドポイントにたどり着きます。この読み取りの流れは確実に時間を必要とします。し

たがって、ゲノムの設計図（暗号）のもとでの生命体のものづくりには、暗号を読み取るための

時間が必然的に必要であるということになります。	
 

	
 ここからさらに話が複雑になります。遺伝子は特定のタンパク質の構造を設計する暗号ですが、

どのタンパク質をいつどこでつくるかによって、どこにどういう細胞が組み立てられていくかを

決めるのに、イントロンに組み込まれた暗号が重要な役割を果たします。イントロンの暗号が使

われることで、適時にいろいろな種類の細胞がつくられ、その細胞が積み上がってさまざまな臓

器がつくられます。これらの臓器が集まって個体がつくられるのですが、タンパク質をつくる最

初の段階から始まって生命個体がつくられるまで、ゲノム暗号が順次読まれていきますので、や

はりこのプロセス（個体発生のプロセス）が終了するまで時間がかかるとことになります。こう

したことは生命現象を含めて世の中のすべての自然現象に共通する基本原理なのではないかとも

思います。	
 

	
 さらに、よく知られていますように、生命は進化します。進化の仕組みについて今回は詳しく

は触れませんが、ご承知のように、進化には非常に長い時間が必要です。生命は長い時間をかけ

て進化し、その過程でホモ・サピエンスが生まれたわけです。	
 

	
 

ホモ・サピエンスが誕生したことの意味	
 

	
 ところで、ホモ・サピエンスが生まれたことには進化の流れの中で何か特別な意味があるので

しょうか。この点がヒトがヒトたるゆえんは何かということにもつながります。ここからは独断

と偏見を顧みない持論の世界ですが、進化の流れの中でヒトに新たに備わった最大のものが、私

ども「心」であったと考えます。「心」は身体の外から脳の中に入ってくる情報を非常に緻密に組

（資料８） 
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み立ててつくられます。緻密につくられる過程には当然時間もかかりますが、この結果つくられ

た「心」は極めて高い秩序を備えることになります。これを「考える心」とでも言いましょうか。

ほかの動物も恐らく何らかの「心」を持っているのでしょうが、「考えることのできる心」を持っ

ているのは人間だけでしょう。	
 

	
 次に、この「考える心」がどういう仕組みで生まれてきたのか、進化の流れを見てみましょう。

たった一つの細胞で一つの個体をつくる生命から、いくつかの細胞が集まって個体をつくる多細

胞の生物へと進化が進みましたが、これには随分長い時間がかかっております。バクテリアが誕

生したのが38億年ほど前で、多細胞生物が生まれたのが10億年ちょっと前ですから、その間長

くたった一つの細胞で生きていたわけです。その後の流れとして、多くの細胞が集まってきます

と、それを一つの個体にまとめることが必要となります。このまとめる働きをするのが脳・神経

系の細胞です。脳・神経系の働きは個体が複雑になればなるほど次第に精密なものになり、その

ゴールでヒトが誕生しました。したがって、脳・神経系が際立って大きな働きを持つようになっ

たのが私どもホモ・サピエンスであろうと思われます。	
 

	
 「考える心」を持つヒト（人間）は次に、その心がイメージする物体を身体の外に道具として

つくります。これがヒトの手によるものづくりであり、そこにヒトの文明・文化が生まれました。

そして、文明・文化を築くヒトが集まってヒト社会をつくりました。「考える心」を持つヒトがつ

くる社会のしくみは非常に複雑であり、ヒトだからこそそういう複雑な仕組みを備えた社会をつ

くることができたとも言えます。いずれにしても、ヒト文化やヒト社会は、「考える心」によって

頭の中に画かれるイメージをもとにつくられます。このイメージは、環境から脳内に取り入れた

情報を非常に精密に積み上げたものです。こうした情報を受け入れるのは私どもの五感であり、

目や耳から入る情報、触って得られる情報、それらをすべて取りまとめて私どもの「心」がつく

られます。	
 

	
 こうしたことをヒトの進化の流れの中でもう一度振り返って見てみます。ヒトの大もとの祖先

は原始霊長類であり、これが1,400万年ぐらい前に生まれました。その後、約700万年前にこの

祖先からチンパンジーと猿人が分かれます。それからしばらく経ち、400 万年ちょっと前に、同

じ猿人という位置づけですが、直立して２本の足で歩く猿人、アウストラロピテクスが生まれま

した。その後、もう少しヒトに近い、しかしまだヒトとは違う、ホモ・ハビリス、ホモ・エレク

トス、ホモ・エルガステルと呼ばれる原人があらわれました。そこから少し時間が経って、ヒト

の傍系とされるネアンデルタール人があらわれます。そして、20万年前に、新人すなわちホモ・

サピエンスが誕生しました。高度に考える力を持つようになったのは新人以降であると考えられ

ており、石器時代の文化の内、例えばアルタミラの洞窟などは新人の活動によるものです。それ

以前の原人や猿人にはまだそういうものをつくる力はなかったということになります。その後、

新人は自分の頭を十分に働かせ、いわゆるヒト文明を開花させていきました。	
 

	
 

「心」を設計する暗号系としてのヒト言語	
 

	
 ヒトの「心」が階層状に積み上げられた高度な仕組みを持つとしますと、私どもの体がそうで

あったように、そこにもやはり何か高度の暗号系が存在し、その暗号のもとでつくられている可

能性があるのではないか。そして、もしあるとすればそれは、ヒト言語であろうと私は考えてお

ります（資料９）。繰り返しになりますが、物質を材料とし、それを階層状に組み上げて生命がつ	
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くられるときに使われる暗号系はゲノムです。それに対して、五感を通して脳の中に受け入れる

情報を階層的に組み上げ、脳の中にイメージをつくる、つまり私どもの「心」をつくるのに用い

られる暗号はヒト言語であろう、こういう位置づけでこれからの説明を続けます。	
 

	
 もしそうだとしたら、ヒト言語という暗号系を使って私どもはどういうプロセスを踏んで一つ

の考え方をつくり出すのか、ということを考えてみましょう。	
 

	
 私どもが物事を考える場合、イメージ

の中だけでということもありますが、ち

ょっと複雑なことを考えようとすると言

葉を使います。その場合にどういう言葉

の使い方をしているかを思い起こしてい

ただければと思います。ヒト言語では、

母音と子音が暗号の基本単位となります。

これが幾つかつながりますとシラブルに

なり、それらがつながって単語ができ、

単語がつながって文章ができます。文章

がどんどん積み上がって一つの考え方が

生まれ、さらには一冊の書物が完成しま

す。	
 

	
 このプロセスにおいて、人間が使う言

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（資料９） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（資料 10） 
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葉は一列につながっています。1,000 ページにも及ぶ膨大な内容の本も、最初の１ページの１字

目から始まって最後のページの末尾の文字で終わります（資料 10）。私どもはこの書物をどう利

用しているかといいますと、頭から順に読んでいきます。暗号である言葉を頭から順に追ってい

くことで初めて書かれた内容のイメージをつかむことになります。この作業は私どもが日常的に

やっていることですが、身体をつくるためにゲノムの塩基配列を頭から読み取っていくのとよく

似ています。この作業に何が必要かといえば、やはり時間です。１冊の本を読むのに結構長い時

間がかかりますが、私どもは、時間をかけて文章（暗号）の意味を読み取っていきます。私ども

が話言葉を使って互いにコミュニケーションをする場合も、基本的には情報を音として受け取り、

話の内容を時間の流れの中でつかんでいきます。言語を文字として目で見るときにも、音として

耳で聞く場合にも、一瞬にして内容をつかむということは通常しておりません。したがって、私

どもが考えるという作業を行う上で必ず時間を必要とすると言えるのではないでしょうか。	
 

	
 では、ヒトの言語は動物の言語とどう違うのでしょうか。	
 

	
 あるとき私は、先にご紹介した松沢先生とお食事をご一緒させて頂く機会がありましたので、

「チンパンジーは話をすると聞いていますが、その話の中に文法はありますか」と聞いてみまし

た。そうしたら、松沢先生は「文法はありません」と明快に答えられました。動物は言葉を発し

たとしても文法を持っていないのであって、文法を持たない言葉では積み上げができませんから、

いわゆる考えるという作業に適した暗号系とはなっていないのだろうと思います。	
 

	
 すなわち、ヒト言語の最大の特徴は、一つ一つの言葉を文法に従って時間をかけて階層的に積

み上げることができるということかと思われます。ヒトは、文法を備えた言葉を使うことができ

たために、長い時間次元に股がって物事を考えることができるようになっています。一方、文法

を持たない動物の言語は時間次元への広がりに乏しいと考えられます。動物も少し前のことは覚

えているのでしょうが、かなり限定的であり、何年前にどうであったかなどという過去のことを

動物はおそらく考えないのでしょう。ヒト以外の動物には空間認識が非常にすぐれたものもおり

ますが、その場合でも空間を認識する上で必要な限られた時間しか認知できていないだろうとい

うわけです。	
 

	
 

まとめ	
 

	
 ヒトは長い時間の流れを認識でき

る唯一の生物であろうと思われます

（資料 11）。この力があることによ

って空間の広がりだけでなく時間の

広がりを意識することができ、その

結果として、この研究会のように「寿

命」とは何だろうかと考えることに

もなります。私どもが物事の始まり

と終わりを意識できるのは、ほかの

生物が持たないそういう特別な力を

持っているからなのであって、そう

した力を持っていることで私どもは

目標や計画を立てることもできます。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（資料 11） 
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そして、その中にESD（Education	
 for	
 Sustainable	
 Development）という考え方も生まれたわけ

です。どうしたら持続できるのかというSDの考え方はまさに時間との兼ね合いですので、そうい

う考え方も時間次元を心に持つことができるからこそ可能な、極めて人間的な課題ではないかと

考えます。	
 

	
 さらに付け加えますと、最初の話に戻りますが、本学50周年とか、お正月とか、１週間の最初

の日とか、週末というような時間の区分についても、よくよく考えてみますと、昔の人たちは随

分早い時期から自然（天体）の動きを観測する中で、そういう時間を区分することを始めている

のですね。それと合わせていろいろな節目の行事もあります。そういうふうに時間の流れに沿っ

て物事を考えらることができるのも、やはり私どもヒトが時間次元を認知する能力を持っている

からであると言えるのではないでしょうか。	
 

	
 長い時間軸を前提として事象を見ることができるわけですから、すべてのものを寿命や年齢を

含めて長い時間軸の中で見ることで、時にこれは「歴史」と読みかえることも可能かもしれませ

んが、高い立場から広く見渡すことができます。ですから、空間の広がりだけでなく時間の広が

りを認識することで、私どもヒトは他の生物と比べて大きな特徴を持っていると考えることがで

きます。こうした力を持つことで将来を正しく展望することができる、まさにこれがESDの基本

的な考え方に通ずるところであろうということを最後の落ちにしたいと思います。	
 

	
 なお、お示しする最後のスライドは、ルクセンブルクに行きましたときに撮った１枚の写真で

す。この町は非常に変わっており、天と地の二つの世界に分かれ、それらをエレベーターで行き

来できるようになっています。この写真はグルントと呼ばれる下（地）の地区のほうで、古い建

物が結構多いのが特徴です。上（天の地区）に行きますとかなり近代的な高層ビルがあります。

時間の流れを意識する上でも一つのおもしろい例かなということで、最後のスライドとして使い

ました。	
 

	
 以上で本日の話を終わらせていただきたいと思います。	
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自由討論	
 

	
 

人間はいつから時間の概念を認識できるようになったのか。	
 

長島	
 中島先生、どうもありがとうございました。非常に多様なお話でした。	
 

大塚	
 	
 今日は非常に長大な時間スケールからのすばらしいお話で感銘を受けましたが、ヒトの

進化の過程で、将来を見通すとかいうことはいつごろ生まれたのでしょうか。新人は20万年前ご

ろ誕生したと言われましたが、何日先とかいうような時間の概念をいつごろ認識できるようにな

ったのかということについてはいかがですか。	
 

中島	
 それは記録もありませんし本当に難しいところなのですが、恐らく20万年前にヒトが今持

っている力を与えるだけの遺伝子の変化があったのでしょうね。その一つの可能性は言語遺伝子

に関わる変化です。仮に言語の遺伝子が突然そのように変異し、非常に高度な文法を持つ言語に

置きかわったとすれば、一人一人のヒトは可能性としてそういう力を持つことができます。ただ

し、そうした力は、こういう情報を集めたらこうなったというようなことをお互いのコミュニケ

ーションで少しずつ交換し合って積み上げていかないと、多分使い物にはならないのだろうと思

います。20万年前から時がたち、何となくそういうことが可能になったのではないかと思われる

のが農耕の始まる１万年ぐらい前です。コミュニケーションをしないと、どういう方法が農耕に

適しているかなど、いろいろなことが読めなかったと思われ、農耕の技術が一定のレベルまで確

立されたということは、多分この時期までにコミュニケーションがある程度進んだということな

のだろうと思います。	
 

	
 それ以前になりますと、アルタミラの洞窟の絵画があり、それともう一つ、数字の概念を理解

していたと思われる遺跡があります。数学はもともと事象を組み立てる時の基本ですので、そう

いうことができる力もそのとき既にあったのでしょう。しかし、先ほどお話しましたように、そ

ういう力が本当に発揮されるにはヒトとヒトとが情報交換をする必要があり、特に文字ができま

すと非常に幅広く情報を交換できるようになりますから、そうした流れがどんどん積み上がって

いって初めて、考えることができるヒトになったのだろうと思います。	
 

	
 例えば、ギリシャの時代にはさまざまな哲学者がおりますが、彼らによって書かれたものを見

ますと、非常に深くいろいろと考えていますよね。ですから、もうそのころには適切な情報交換

があるレベル以上に進んでいて、われわれに近いところまで来ていたのではないでしょうか。た

だ、文字の記録がないところ、つまり今から5,000年以上までさかのぼるということになります

と、本当のところどの程度であったのかという証拠がないのですね。いずれにしても、どんどん

積み上がって現在に至っているということでして、積み上がり過ぎてその処理にやや困っている

というのが現状かなという感じがしております。	
 

大塚	
 どうもありがとうございました。	
 

長島	
 ほかの先生方、いかがでしょうか。	
 

福田	
 人文学部共通教育科の福田と申します。	
 

	
 イメージの生成と言語の問題という点にすごく啓発されたのですが、中島先生は今日、言語の

リニアな性質をとても強調されたかと思います。今ギリシャのお話もありましたが、例えば古代

ギリシャの韻文のように頭韻を踏んで詩的な言語をつくっていくとか、あるいは日本語でも、言

語をつむいでいくときに頭韻を踏んだり五七五という形式があったりいたします。文字言語とい

うよりは音声言語寄りに考えたとき、時間の中で展開する文法とはまた別の水準における規則性
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のようなものについて、先生はどのようにお考えになられますでしょうか。	
 

中島	
 言葉ということに加えて、ヒトが持っているもう一つの力として音楽があります。リズム

ですね。これは今、巧みに言語に組み込まれていると思います。ある程度リズムがないと暗号の

続き方が十分に伝わりにくいとかいうことがあるのでしょう。昔から学問の中には必ず音楽が出

てまいりますが、やはり原点のところからその部分に重要性があったのだろうという感じがいた

します。	
 

福田	
 ありがとうございます。	
 

長島	
 ほかの先生方、よろしいでしょうか。	
 

加藤	
 一言、ごく簡単なことですが、「言語」というと大分面倒くさい話になりますので、動物を

含めた場合は「記号行動」と呼んだほうがいいのではないでしょうか。要するに、サルが叫んだ

りミツバチが巣をつくったりするのは、記号行動ではあるけれども言語ではありませんから。ち

ょっと用語の問題だけ申しました。	
 

中島	
 そうですね。全くそのとおりだと思います。あくまで記号というのが原点だと思います。	
 

	
 

時間・言語・エモーション	
 

河原	
 では、質問をさせていただいていいでしょうか。	
 

	
 今日は言語によって時間の広がりを認識するというお話でしたが、時間はもともと存在する中

で、それを認識することによって、そこでどういう違いが生まれたのかということを質問させて

いただきたいと思います。	
 

中島	
 時間の認知が本質的にどういう意味を持つのかというのは非常に難しい問題だと思います

が、私どもが日常おこなっているすべての活動が、ある程度時間を前提としている気がするので

すね。朝起きて食事をし、昼にまた食事をし、夜になったら寝るというのも、時計を見る限りは、

時間ということを必ず意識しているのかと思います。それと、先ほどもちょっと触れましたが、

いろいろな区切りをつくるというのも、大昔から天体を眺めて星の動きを時間との関係で見てい

たのであって、そこから暦をつくるという流れにつながったのだろうと思います。	
 

	
 私どもはイメージを目で見ることはできません。どのヒトのどの心も、別のヒトがそれを目で

見ることはできないのですが、その心のもとで絵が描かれたり、文章として文字であらわされた

り、言葉として発せられたり、結果として外に出てきて初めて、そういうものがあることがわか

るというのが一般だと思うのですね。したがって、結果的に時間を踏まえた形で行動しているこ

とがわかると、そのヒトが時間を意識して動いているということになるのかなと思います。	
 

長島	
 ちょっと私から関連した質問をよろしいでしょうか。	
 

	
 先生の今日のお話の一つの主眼というかキーは「時間」でしたが、時間にはいろいろな考え方

があります。一つには、私は物理学そのものが専門ではありませんが、時間を順序に置きかえ、

順序さえ指定すれば、時間という概念をある程度除いて物事の説明がつくというようなことがあ

りますよね。それから、今日は「次元」という言葉も出てきましたが、これについては、私が昔

イギリスへ留学していたころ、本屋にフラット・アース・ソサイエティの云々という本が並んで

いまして、ちょっとおもしろいなと思って見たことがあります。今は三次元の社会ということに

なっているわけですが、この世で起こるすべての現象を二次元で説明できるか否かという命題を

立てていて、何でも二次元に置きかえて説明できるのだと言っておりました。ですから、ちょっ

と頭を柔らかくすれば、考え方でいろいろなことができると思うのです。	
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 今日の先生のお話を伺って、ゲノムの読み方として、左からずらっと書かれているものをたど

っていくのに時間がかかるとおっしゃられたのですが、ああいうのも、私は熱力学ですから統計

力学というような視点から見ると、存在するものの数がたくさんになれば統計的な扱いができる

のではないかと思うわけです。統計的な扱いをすると、いろいろなことが起こる確率があります。

例えば、水面があって波がぽちゃんぽちゃんと揺れているときに、突然あるところでぴょんと水

が飛び上がるようなこともありえます。確率的に考えると、時間をかけなくても、数さえふやし

ていけば、その揺らぎでもって同じことが起こりうるのではないか。簡単に言うと、時間の果た

す役割を数で置きかえてしまうことも可能なのではないかと思うのですが、そういうことは言え

るのでしょうか。例えば、細胞の数がめちゃくちゃ多ければ、待たなくても言語が発生してくる

というようなことですね。	
 

中島	
 ちょっと私はそれに答える能力を持っておりませんが、少なくとも遺伝子の場合には、遺

伝子に組み込まれた暗号が読み取られるプロセスを今までに説明されている範囲内で見てみます

と、第一ステップとして、それぞれの並びのところに別の分子がやってきて、別の分子にその記

号が置きかえられ、その置きかえられたいわば未来イメージを使って、今度は例えばタンパクな

らタンパクという、もう一つ上の次元の特定のアミノ酸を読みかえられたところにくっつける、

そういうプロセスがつながっていくということが一つあるのですね。	
 

	
 それに時間がかかるという表現も確かにできますが、順序が決められるというような別の言い

方をしてもいいのかなとは思います。左側から並んだ遺伝子の三つがまず読み取られ、次の三つ

が読み取られ、その次の三つが読み取られてイメージが積み上げられていき、それをもとにして、

その暗号が意味するところのアミノ酸がつながっていくということで、それは確かに順番につな

がっているわけですから、時間がかかるという表現とは別に、順番を決めていくということも言

えるのではないかという感じはします。確率がどうかということは何とも言えませんが。	
 

長島	
 もう少し普通の表現をしますと、言葉が発生したのは偶然とは考えられないのでしょうか。

つまり、何か一つ最初の過程があれば、あとはもう必然的に言葉まで到達してしまうというよう

なことですけれども。	
 

中島	
 言葉そのものが出てくるプロセスということですね。	
 

長島	
 偶然出てきたということがありうるのかどうか。	
 

中島	
 その偶然の最初の出発点が遺伝子の変化だと思います。ずっと生物に伝わってきている遺

伝子のどこかに、塩基の一つがほかの塩基に切りかわったりする変異が起こるわけです。これは

偶然ですが、その偶然が起こった結果として、たまたまある変化は言語の発生につながり、別の

変化は何にもつながらない。これはまさにチャンスの問題です。進化論の一番基本のところにそ

れがあります。最初に起こるのはまさに偶然で、その中からあるときヒトの言語をつくるような

偶然があらわれた。それがあらわれるまでにかかった時間を考えると、38億年という長い間にい

ろいろなチャンスがある中で、たまたま言語を得るチャンスが20万年前にあらわれたということ

になるのかなと考えます。	
 

長島	
 皆様、ご質問をどうぞ。	
 

玉田	
 今日のお話をうかがいながら、心が正常に動いているときの状態をじっと見つめるだけで

はわからないこともあり、病気の状態についても考えるべきではないかと思っておりました。最

近は精神疾患にかんしても投薬が非常に効果的と聞きますが、脳や心の働きも、私たちが思う以

上に物質によって影響を受ける部分が大きいのではないかと思います。	
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 以前、中島先生から、「いのち」というテーマの研究会の際に、一人一人の人間はDNAによる影

響よりも、一つの個体が発展させる文化の方が大きくて重要だという話をうかがい、大変励まさ

れました。精神病というのは必ずしも遺伝的なものだけでなく環境もかかわってくると思うので

すが、心を正常に保つための環境や、免疫ということから考えて、異常なものが攻撃してきたと

きといいますか、何かそういう要因があったときに、心はどう動いていくのか。そのあたりにつ

いてお話をいただければと思います。	
 

中島	
 私どもの心をつくっているものが何かといいますと、ハード部分はゲノムの設計でつくら

れますが、ソフト部分は外から入ってくる情報以外にはないのですね。外から入ってくる情報を

ためる（記憶する）力と組み立てる（考える）力によって「心」ができ上がってまいります。こ

の組み立てる力というのは、数学的計算法力というような種類のものだろうと思います。もう一

つ忘れてはならないのが感情（エモーション）です。ハード部分とソフト部分でつくられる「心」

を前に進めようとか、ちょっと立ちどまろうとかいうことで関わるのがエモーションです。ヒト

の心は、情報を取り込み組み立てるという物理的な動きを前に進めたり、逆に押しとどめたりす

るエモーションが働くことで成り立っているのだろうと考えます。	
 

	
 関連して、心の病気にもいろいろなケースがあります。例えば、脳の言語中枢の領域で血管障

害等がおこりますと、「心」をつくる上で重要な働きをする言葉をつくる力がなくなります。また、

「心」を前にあるいは後ろに動かすエモーションが適切に働かない場合もあります。いわゆる気

分障害が今一番多いのですね。うつ病や双極性障害がそれです。現在、どういうことでエモーシ

ョンが生まれるのか、どういう物質が作用するときに前に進むのか、あるいは押しとどまるのか

ということがある程度物質レベルでわかってきていますので、そういった物質を標的として薬物

療法が可能になっております。しかし、最初の例のように血管障害が原因で言語中枢領域の神経

細胞が死んでしまいますと、もしそれを戻そうとするには、再生医療を考える以外には難しいと

いうことになります。	
 

石田	
 今の感情ということでちょっとわかったような気もするのですが、中島先生がお話をされ

た将来を先見して展望するということとは逆に、時間軸を後ろに向かっていこうとする気持ち、

積極的に戻っていこうとする気持ちもあるのではないかと思います。例えば、僕は今日本の伝統

的なお祭りにとても関心を持っているのですが、伊勢神宮の式年遷宮などでも後ろへ戻ろうとし

ているような気がしてならないのです。愛知県の花祭りも見に行きましたが、あれは縄文に戻っ

ていくような感情があります。これも時間軸で捉えるという考え方になるのだろうと思いますが、

バックしていくこともありうるのでしょうか。	
 

中島	
 そのとおりだと思います。時間軸を意識するということは、一定のある時間から次の時間

までの間にどういう流れがあるのかを意識するということですので、例えば、今ある時点にいる

としたら、場合によっては、まだ見ぬ次のところへ進むことも、前に通ってきた非常によいと考

えるころへ戻ることも、選択として当然あると思います。ただし、どちらの向きで考える場合で

も時間は進みますので、内容としては戻るとしても時間そのものは進んでいくということになる

のかなと思います。	
 

石田	
 人間の感情の問題ですね。	
 

中島	
 そうですね。何をどうしたら一番いいのかと考える場合に、今までになかったことで考え

るというのも一つありうるのですが、以前のあれがよかったということで、そちらの状態にまた

戻ろうとするのも、選択肢として当然出てくるのでしょう。ただそれも、見方を変えますと、進
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みながら以前へと戻る状況をつくっているということになるのかなと思います。	
 

加藤	
 今のお話ですが、プルーストの『失われた時を求めて』も結局そういうことでしょうね。

失われし過去を振り返ってみても時間は進行している。	
 

中島	
 そうですね。	
 

石田	
 なるほど。	
 

	
 

人類の進化と言語	
 

嶋田	
 私もよろしいでしょうか。初めて参加させていただきましたが、大変わくわくするような

感動的なお話でした。というのも、実は私、今日の先生のお話のもとになりましたイメージのと

ころに関連して、アフロユーラシアの岩絵あるいは洞窟画の研究に今とりくんでいるのです。ラ

スコーやアルタミラ、サハラ砂漠、南アフリカあたりを見て回りつつ、２回ぐらい国際的なシン

ポジウムもいたしました。	
 

	
 先ほど先生は「ヒト」とおっしゃいましたが、「ヒト」については、ホモ・サピエンスまでなの

か、ネアンデルタール人までなのか、ホモ・ハビリスまでなのか、あるいはアウストラロピテク

スまで入れるのか。さらに、ホミニドなどのような概念もあります。松沢哲郎先生ならば「ヒト」

にチンパンジーまで入れないと満足しかねる、ということもあります。そういうわけで、「ヒト」

の概念はちょっとややこしいのですが、今は、猿人、原人、ネアンデルタール人、ホモ・サピエ

ンスという区分で質問させていただきます。	
 

	
 ドイツのネアンデルタール博物館や、フランスの先史博物館などに行きますと、ホモ・エレク

トス、ネアンデルタール人、クロマニョン人の人形がこの部屋ぐらいのところに並んでおります。

そして、かれらの骨格や石器も見ることができる。それゆえ、人類進化のぐあいが、よくわかる

ようになっております。それらの文化の違いを見ていくと、原人の初期の段階のホモ・エレクト

スやホモ・ハビリスの石器は種類がすくなく、自然石とのくべつも難しい。そして、次のネアン

デルタール人になると、はっきりと石器だとわかるものが出てきて石器の種類がふえて、石器以

外に弓矢も槍も出てきますし、埋葬の文化も始まってまいります。ただ、埋葬といっても、この

時点ではヒトを埋めているだけです。ある遺跡から花が出てきたので花束を添えたのではないか

とも言われ、先史考古学者が同じ事例はないかと一生懸命探したのですが、どうもほかにはない

らしく、それはたまたま偶然に花の花粉が出ただけということであるようです。ホモ・サピエン

スになると、はっきりと埋葬の儀礼が出てまいります。そしてラスコーの洞窟画や世界各地の岩

絵でしられるように、ホモ・サピエンスとともに芸術が一挙に開花します。	
 

	
 岩絵洞窟画の中には動物の絵がたくさんありまして、野生の牛や野生の馬がいっぱい描かれて

います。ピカソも驚嘆するような絵が描かれているのですが、この絵を描く能力というのはホモ・

サピエンスから始まっています。アルタミラの洞窟画を見に行ったとき、そこの博物館に行って

びっくりしました。当時は結構トナカイの狩猟をしていたようで、トナカイの角でつくった弓矢

や槍やナイフがいっぱいあったのですが、そういうものにほとんど全部彫刻がしてあったのです。

つまり、画集に出てくるような洞窟画だけでなく、ホモ・サピエンスの生活全般に絵画の文化が

あったということになります。絵画というのは先生がおっしゃったイメージにつながりますので、

これらの洞窟画や岩絵、あるいは彫刻から、ホモ・サピエンスの誕生を考えるときにはイメージ

する能力ということがものすごく重要なのではないかと思いました。	
 

	
 同時に、ホモ・サピエンスは細かい道具もつくることができるようになっております。角と骨
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とは発生が違うようで、骨はぼろぼろになるのですが、角には粘りがあるので針もできます。弓

矢の先のやじりは石器でもつくっていますが、角も使っております。銛なども、角でつくると魚

を突き刺せるような、細くて鋭いものができます。	
 

	
 考古学者はネアンデルタール人の狩猟とホモ・サピエンスの狩猟が果たしてどう違うかという

ことも研究しておりますが、ホモ・サピエンスになると、かなり集団猟がおこなわれたようです。

それ以前、集団猟はむずかしかったようです。集団猟をするにはコミュニケーション能力が必要

です。すると、集団猟は、言語発生とかかわっているかもしれません。ネアンデルタール人が言

語を持っていたのか持っていなかったのかについていろいろ議論がたたかわされていますが、量

的にはっきりしているのはホモ・サピエンスからではないでしょうか。	
 

	
 ホモ・サピエンスでは言語が出てきており、絵も描けて、細かい用具制作の技術もできたとい

うことになると、ホモ・サピエンスはやはりヒトとして突出している感じがします。そのことに

よって、先生がおっしゃったように、イメージのいろいろなコードの積み重なりによる動的なシ

ステム構造が、ネアンデルタール人からホモ・サピエンスに至る段階で、一段階上に飛躍したの

ではないかと、そのことが詳しく証明できると面白い、そう聞きながら思っておりました。	
 

	
 ただ、階層構造ということをおっしゃいましたが、１の階層から次の２の階層へと連続的に考

えられるのか。例えば、陽子の段階ではばらばらですが、分子になると水や酸素や水素になって、

陽子とは違う質のものが出てきますよね。さらに有機物質になると肉や骨が出てきます。階層構

造がどのように変化していったのかをもう少しいろいろな角度から検討されると、生命進化のな

ぞみたいなものが解けるのではないかと思いました。	
 

中島	
 ありがとうございます。人類の大きな進化の流れについては、私は本で見ているだけで、

先生に今お話しいただいたような具体的なところを理解して言っているわけでも何でもありませ

ん。ただし、コミュニケーションを持つようになったことで文化が進んだことから考えますと、

やはりそのもととなる言語が一番大きなものかと思われます。	
 

	
 仮に「階層構造」という言葉を使わせていただいたのですが、ある意味では秩序をもって複雑

化していく仕組みをその言葉で呼んだようなところもあります。例えば、一定の言語能力を獲得

し、Ａという情報が入り、Ｂという情報が入り、ＣやＤも入ってきたときに、それを積み上げる

ことができれば、より複雑でより高い構造がつくられます。こういうものを階層構造と考えると

しますと、言語を使いこなすことができるようになったことで、ヒトが持っている心が情報をう

まく積み上げていく、しかも高く高く複雑に積み上げていくことが可能になり、それを外に映そ

うとしたのが絵画であったりいろいろな道具であったりしたという流れになるかと思います。	
 

	
 その意味では、生物学的には、どういう遺伝子変異によってホモ・サピエンスが言語を使うよ

うになるまでの変化が起こったのか、ヒトの言語をつかさどる遺伝子は何なのかというのが大変

大きなところかと思います。言語障害の家族例を調べ、特定の遺伝子はこれだというような研究

もありますが、そういったことが本当に証明されたなら、ホモ・サピエンスがどういう形でそれ

より前のステージから飛び上がったのかがわかるかもしれないという気はいたします。	
 

嶋田	
 もう一つつけ加えますと、言語で認識する現象は現実とちょっとかけ離れているところも

あります。同じ言葉でも、例えば「雪」なら、日本語では「雪」しかありませんが、アイヌなど

雪がたくさん降るところですと、「雪」をあらわす複数の言葉があります。また、英語では「rice」

の一言しかなくても、日本語では「お米」、「ご飯」、「イネ」といくつかあります。情報とおっし

ゃいましたが、生の自然ではないのであって、周りを概念化する作用がなければ情報は入ってこ
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ないのではないかと思います。	
 

長島	
 私からちょっと嶋田先生に質問ですが、いろいろな遺跡をごらんになっていて、全くかけ

離れた地域に存在する壁画について、これらは同じ時期にできたものだとか、これらは目的が同

じと考えられるとか、そういう類似性はかなりあるものなのでしょうか。	
 

嶋田	
 広い意味ではかなりあります。テーマというよりも、描き方ですね。小中学校の授業の塗

り絵のようにアナログ的に積み上げたものではなくて、ぱっと描いてあります。ものすごく勢い

があるのです。例えば、ユーラシアにある絵を見て、美術史の方は中国の漢族文化のモチーフと

関係があるなどという言い方をされますが、同じ絵でも、僕から見ると、中国の字や絵の描き方

とは見るからに違うではないかと思うようなところがあります。同時に、多くの場合、岩絵を描

くのはどちらかというと狩猟採集民です。牧畜民も少し描きますが、そのころの牧畜民は狩猟採

集と牧畜が一緒になったようなことをしておりましたので、やはり狩猟採集の文化なのではない

かと思います。ただ、場所について、これはラスコー、これはアルタミラ、これはサハラという

ことは、僕らはぱっと見ればすぐにわかります。	
 

長島	
 かけ離れた地域に絵がある中で、動物の絵、狩猟の絵というように、見ればわかるような

広い意味での類似性もあるのではないかと思います。	
 

	
 そこから関連して中島先生に質問ですが、鉄器があらわれるのは何千年前、旧石器は何千年前

というスライドが先ほどありましたけれども、脳を入れる頭蓋骨の容積がある程度のところへ達

すると、同時発生的にあっちでもこっちでも同じようなことが起こるということは言えるのでし

ょうか。	
 

中島	
 ある程度は言えると思います。目で見える一つの変化として、脳が入る容積が一定以上に

大きくなると一定の力がつくということはあると思います。嶋田先生のほうがお詳しいでしょう

が。	
 

嶋田	
 ラスコーの洞窟画などが描かれたのは旧石器時代の氷河期なのですね。20万年前にホモ・

サピエンスが出てきてから、特に２万年ぐらい前の最後の氷河期の一番寒いころには、ヨーロッ

パもドイツ、フランスぐらいまで氷河ができ、アルプスやピレネーにも、同時にヒマラヤにも氷

河が広がっていました。一方、そのときはかなり乾燥もしていて、サハラ砂漠がぐっと北のほう

まで来ていました。北には氷河、南には砂漠が迫ってくる中で、動物が生存できる場所は非常に

狭い幅の帯になっていたのではないかと思われます。そういうところにある絵画の遺跡は、ある

意味では同じ生態学的な環境下にあります。狭いところに野生動物が集まっていたという同じ生

活環境からも、同じ文化が生まれた理由が指摘できるのかもしれません。	
 

長島	
 生活環境と頭蓋骨の容量の両方から類似性が出てきたということですね。	
 

嶋田	
 簡単に言えばホモ・サピエンスの頭がよくなったということについてなのですが、実際の

史料としてどういう文化が出てきているから頭がよくなったと考えるのかということが重要です。

絵が描けるようになったからなのか、死者を弔う埋葬文化が出てきているからなのか。先ほど音

楽という話がありましたが、洞窟の中で音楽を奏でたのではないかという話もありますし、槍、

弓矢、銛も出現する段階が違っております。	
 

	
 また、狩猟採集民の文化もですね、ネアンデルタール人などの大きな石器を使うマッチョの文

化から、小さくて多様な石器文化へと、また弓矢ななんかも、だんだん小さくなっていっており

ます。大きな弓矢ですともたもたしているうちに獲物が逃げてしまいます。獲物を効率的にとる

ためには、動物からみえないよう隠れながら近づいて、小さな弓矢ですばやくしとめるほうが効



 24 

率的ではないでしょうか。先ほど申しましたが、ホモ・サピエンスになると、針の文化も出現し

まして、針を使ってトナカイの毛皮を縫い合わせた服や靴も見ることができます。ネアンデルタ

ール博物館の古人類人形の展示でも、クロマニョン人の姿は、トナカイの毛皮を使って針仕事す

るお父さんの姿につくられています。それがホモ・サピエンスのモデルとなっているわけですか

ら、針仕事をする文化と大きな石器で獲物を襲う文化とでは、そのあいだに根本的にことなる知

的能力のレベルがあったことを示唆しているのではないのでしょうか。	
 

玉田	
 そこには宗教的な感覚もあるかと思います。自分の寿命を感じたときに、自分の生と死を

宗教的にどう位置づけるのか、あるいは自分が死んだ後はどこにいくのか、そういうことについ

てもっと広くものを見ていく。そうすると、やはり自分ではコントロールできない天なり神なり

の存在を感じて、狩猟について祈ったりするのではないでしょうか。すくなくとも古代ギリシア

の時代から、人間は祈りのために、絵画を描き、音楽を奏でるのだと言われており、宗教がいつ

出現するのかということと寿命の問題は、おそらく切り離せないのではないかと思います。	
 

嶋田	
 神様とかいうことまではわかりません。	
 

玉田	
 今日は獲物がいるといいなと思いながら狩猟に行くのかと思いまして。	
 

嶋田	
 野生動物を描くことは、自己を描くというか、自己認識の手段かもしれません。狩猟した

野生の動物が倒れているところも描いています。それは、自己が滅びてしまうかもしれないとい

う思いの裏返しかもしれません。すると、あの世みたいな観念も出てくるのかなとは思います。	
 

長島	
 それは単なる記録ですか。例えば、自分は獲物としてこういう大きな動物をとりたいとい

うような思いから描くことはないのでしょうか。願望というか、宗教の出だしのようなところで

すが。	
 

嶋田	
 ただ、意図的に狩猟するまでには時間がかかったのではないかという問題もあります。	
 

	
 というのも、ラスコーの時代の野生動物はものすごく大きいのですね。アメリカのスミソニア

ン博物館に行きますと、アメリカ大陸にかつておびただしくいた野生動物がずらりと並んでいま

すが、おどろくのは、トナカイやシカやクマなどの身体の大きさです。とてつもなく大きい。そ

れをもとに１年に何頭殺したら狩猟採集民は生きていけたのか考えましたところ、１年に、１頭

200〜300㎏の動物が３頭ほど死んでくれれば、10～20人ほどの家族が十分食べて生きられるので

すね。野生動物は季節移動をして、どどっと 200～300 頭が走っていく中で、10 頭ほどは転んだ

りして足をくじいて死んでしまうのです。それを食べたのではないか。あるいは、ライオンやオ

オカミなども動物を殺して食べますから、人間はその残りを食べたのではないか。そのころには、

狩猟願望を持つまでもなく、勝手に動物が倒れてくれていたのかもしれません。	
 

	
 その後、１万年ぐらい前の新石器時代から農耕や牧畜が始まるのですが、そのころにはもう氷

河時代が終わり、動物がかなり散らばって少なくなっていますので、そこで初めて自分で狩るし

かなくなったのではないかと思います。	
 

田中	
 名古屋大学の田中と申します。私も嶋田先生に少しお話を伺いたいと思います。	
 

	
 今の宗教のお話とかかわるのかもしれませんが、空想上のもの、目に見えないものをテーマに

した壁画というのはあるのでしょうか。	
 

嶋田	
 やはり現実ですね。すごいリアリズムです。しかも、とまっているものを描いているわけ

でもありません。抽象画に近くなるぐらいの勢いで動いているものを描いています。人間は少な

くて、ちょっとだけ描かれています。	
 

	
 今日のお話とも関係があるのですが、イメージを中心に考えれば、それで科学も宗教も死後の
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世界も一緒に説明できるのではないかと私は思っております。全部が一緒に出てきたかのように

感じるのです。動物の季節移動というのは雨季・乾季、夏・冬によって南北に移動するのですが、

そういうことも観察しながら狩猟をする能力があったのではないかと思います。	
 

	
 

時間と空間を俯瞰する力	
 

長島	
 進化論の方か人類学の方かわかりませんが、イメージを描くのと言葉で表現するのとでは、

どちらが人間として高度な活動なのでしょうか。	
 

中島	
 言葉を使うことと手を動かして何かをすることに関して、脳の中のどういう部分がそれぞ

れの役割をしているかといいますと、最近の記録によれば、働く脳の部分は両方同じだと言われ

ています。どこでつながっているのかといいますと、どちらも組み立てる力が必要だというとこ

ろなのだそうです。	
 

長島	
 そうですか。	
 

中島	
 私自身は、脳のどの部分がどういう働きをしているのかをいくら詰めていっても、それほ

ど大きな結果につながるものではないと思います。ただ、どの部分とどの部分が同じ働きをして

いるのかということには相当の意味があると思っております。	
 

	
 一つは、医学の領域で、認知症という状態が知られています。認知症のときに何が失われるの

かを見てみますと、失われるもの同士の間の関係がわかってきます。認知症にもいろいろな種類

がありますが、その中に日常生活ができないというものが結構あります。日常の生活では、かな

り順序を追って一定のプロセスを踏むことを求められるわけです。通常私どもは何の意識もせず

にそのプロセスを踏んでいますが、その力が失われますとできなくなるのですね。つまり、順を

追うということは、何でもないようですけれども、人間の持っている大変大きな力なのです。そ

ういうことをきちっと心の中で意識できるかどうか。「認知症」とはうまく名前をつけたものだと

思うのです。「認知」そのものはまさに通常の言葉ですが、それに「症」をつけて、今までかなり

使いにくかった病名を、あまり特別悪いイメージも持たれないような使いやすい病名に置き換え

ているわけですね。とにかく、そのときどういう力が失われるのかによって、人間が持つ本来の

働きのどことどこがどうつながっており、それがどう失われるのかということがわかってくるか

と思います。	
 

	
 ここで最初の話題に戻りますが、時間の認知というのは一定の時間の間にどういう順番でどう

いう展開があるのかをしっかり把握できる力ですから、これがまさにヒトの持つ重要な力なのだ

ろうという気がします。この力の中に言葉も行動も含まれるということのように思います。	
 

長島	
 順序につきましては、ある数学者の話ですが、ピアノの名手であるその数学者は、ベート

ーベンのピアノの楽譜を前に置いて、全部後ろから弾いてみせるという話を聞いたことがありま

す。音楽には聞こえないにせよ、とにかく一番後ろから初めに向かって弾くことができるのだそ

うで、順序づけについていろいろ考えさせられました。	
 

	
 ところで、細胞は日々どんどん入れかわっていると言われますが、細胞に寿命があるというの

は、どういう原因で、中で何がなくなって死に絶えていくのでしょうか。	
 

中島	
 細胞の種類によって、新しい細胞への入れかわりが激しい細胞とほとんど入れかわらない

細胞があります。最も入れかわりが少ないのは神経細胞です。したがって、一度壊れますと補充

ができないわけですね。それに対して、細胞に寿命が来て次々に置きかわっていくのが血液と皮

膚の細胞です。ですから、ちょっとけがをしてもすぐに戻ります。血液の細胞の寿命がなぜ短い
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かといいますと、とにかく全身を動き回っていますからかなり疲れるのだろうということで、そ

れでどんどん新しいものを補充していく必要があるのだろうと思います。	
 

長島	
 細胞が死んでいくことは、われわれが時間を意識することと何か関係があるのでしょうか。	
 

中島	
 少なくとも脳の細胞に関しては、発生の過程で一度成熟しますと、その後はほとんど変わ

らないと言われています。最近は少し変化するという意見もありますが、とにかく時間の感覚を

担っているのは間違いなく脳で、この脳の細胞はそうした働きも含めてほぼ一生働き続けるとい

う見方ができます。脳の細胞がどうして時間を認知できるのかということはありますが、ただ、

同じ脳の細胞であっても、他の動物の脳の細胞はおそらくそういう力を持っておりません。です

から、ヒトだけの特殊な能力なのだろうと思います。	
 

河原	
 脳のある部分が時間を認識するというのは、ヒトが言語を使いこなす能力と関係があるの

でしょうか。脳の時間を認識する部分と言語を使う部分の関係性はどういう感じなのだろうと思

いまして。	
 

中島	
 これも独断ですが、時間を認知するということがなければ、言葉が持つ意味を認知するこ

とはできないのだろうと思います。言葉の流れを暗号として受け取り、その中身をきちっと組み

立て直すということは、時間を抜きにしてはできません。日常の生活も、特に時間の流れの中で、

一つ一つのステップをきちっと頭の中に持っているからこそできることです。認知症の場合にそ

れができなくなるのは、基本的には頭の中で時間を追って働く力がなくなってしまうからなので

はないかと思います。また、音声の羅列である言語を受け取ってそれを組み立てて中味を理解す

るには時間がないとできません。言語を使いこなすために時間をかけることと、意識の中に時間

という感覚を持つこととは、切っても切れない裏と表の関係なのではないかと思います。	
 

長島	
 ほかにはいかがですか。	
 

嶋田	
 時間の展開ということで言うと、時間の中で遺伝子のコードから臓器ができてくるのは、

いわばコードの段階では空中に浮遊していた観念的体系が現実化するというプロセスですから、

ある意味では心と体がどうつながるのかというデカルト以来の心身二元論に対する一つのおもし

ろい解釈にもなりますね。	
 

中島	
 時間を要することで、あるいは順序づけをすることで成り立つものが自然界にはたくさん

あります。ただ、そのことと、それを意識できることとはちょっと別なのだろうと思うのです。

生物ができる過程、物質ができる過程、いずれの場合でも、時間とともに動く、時間をかけて組

み立てられていくということは自然界に厳然としてあるわけですが、自分の中にそういうものが

あることを認識できるかどうかは別の問題で、それができるのは人間だけなのだろうというのが

私の考え方です。	
 

長島	
 予定時間になってまいりましたが、ほかの方はよろしいですか。	
 

崎川	
 今も最後のスライドとしてお示しになったルクセンブルクの写真をずっと見せていただい

ておりますが、これは空間を俯瞰しているわけですよね。そして、人間は時間も俯瞰できるのだ

けれども、チンパンジーにはできないので、絶望も希望もないというお話でした。ところが、見

ることはできても、人間はなかなか空間を支配できませんし、時間も支配できません。支配でき

ないにもかかわらず希望を持ったり絶望したりするという、それが人間の一番の問題なのだろう

と思います。そこに出てくるのが宗教であって、宗教は時間も空間も超越できるというところが

救いになっているのかもしれません。	
 

	
 では、人間の救いは宗教にしかないのか。安倍さんではありませんが、ちゃんと時間を俯瞰し
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て云々ということができるのか。遺伝学的に今人間が持っているイメージを持つ能力以外の能力

をこれから人間が持つ可能性はあるのか。万が一そういうものが出てきても、異端だということ

で世の中から排除されてしまうので、結局人間の進化はここで終わるのか。ちょっとSF的になっ

てしまいますが、そのあたりはいかがでしょうか。	
 

中島	
 まさにご指摘のとおり、時間を認知する力を持つことによってヒトがいろいろな悩みを持

つようになったということは間違いありません。その悩みに対する答えの一つが恐らく科学であ

ったのだろうと思いますが、それだけではなかなか詰め切れず、宗教に行き着いております。多

くの科学者が言っておりますように、最終的にこれはこれと割り切らないと先の展望が見えない

というところはあると思います。	
 

	
 とにかく、一つの時間の幅で物を見ることができるようになったために、そこから希望ととも

に悩みも生まれてきたわけですが、将来それを乗り越えるだけの力が生まれてくるのだろうかと

考えますと、もし今われわれの中にそれが生まれるとすれば、それは教育しかないのだろうと私

は思います。今、教育としてどこまでできるのかが問われております。それを超える部分として

は、突然変異でホモ・サピエンスとは違う新たな生物が出てくるというようなことになるのでし

ょうか。場合によっては人工知能やロボットがかかわってくることもないわけではないような感

じもします。われわれヒトとしては、いろいろ考えるべきところの多い問題だと思っております。	
 

長島	
 ありがとうございました。締めくくりにふさわしい質問とお答えをいただきましたので、

今日はここまでといたします。中島先生にお礼の拍手をしたいと思います。ありがとうございま

した。（拍手）	
 

	
 では、玉田先生から次回の予告をいただきます。	
 

玉田	
 次回の第６回研究会は、国際 GIS センター、人文学部歴史地理学科に所属され、GIS によ

る考古学の研究をされております渡部展也先生から、７月１日に「先史時代における文化の寿命」

というタイトルにてご講演をいただきます。内容的に、今日のお話にも深くつながるお話になる

と存じますので、ぜひご参加ください。よろしくお願いいたします。	
 

長島	
 では、本日はご参加ありがとうございました。次回もぜひご出席ください。	
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